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論 文

小学校国語科「読むこと」の授業における
感想文の研究

―光村図書 ３年生教材「まいごのかぎ」を使って―

古 川 元 視

A Study of Impression Essays in the“Reading”Lesson in the Elementary School
Japanese Class: Using the third-grade teaching material“Maigo no kagi ”

by Mitsumura Tosho

Motomi FURUKAWA

【要 旨】
本研究は，小学３年生と短期大学生を対象に，国語科「読むこと」の光村図書小学３年

生教材「まいごのかぎ」の授業における感想文の調査を実施し，その結果を分析・考察し
たものである。
学習指導要領においては，感想文を書くことは，「読むこと」の言語活動に位置付けら

れている。小学生も短期大学生も，「読むこと」において，物語を読んで感想文を書くと
いうことに苦手意識が高かった。原因としては，両者とも感想文の要素が分からない，主
人公の気持ちの把握や気持ちの変化が分からないなどが挙がった。これは，読解している
時と感想文を書く時に隔たりがあり，それを繋ぐことが必要であること，感想文の要素を
明確に示すことが必要である。
そこで，今回は，小学生に対しては，第２回目の感想文を書く際の方策として，「読解

をまとめるとともに感想を書くワークシート」を活用した。そのことで，二次の読解を確
認し，振り返ることができ，それが感想に繋がり，感想文を書く時の橋渡しの役割を果た
した。また，感想文や構成のモデルを３種類用意することで，感想文や構成の書き方の幅
が広がった。

【キーワード】
感想文，感想

１ はじめに

⑴ 児童期における読解力及び記述力の課題
児童期における読解力及び記述力の課題は，

次のようなことである。
① PISA調査１）が示した課題
〇 読解力の問題で，日本の生徒の正答率が比
較的低かった問題には，テキストから情報を
探し出す問題やテキストの質と信ぴょう性を
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評価する問題などがあった。
〇 記述形式の問題において，自分の考えを他
者に伝わるように根拠を示して説明すること
に，引き続き課題がある。

② 令和３年度全国学力・学習状況調査２）が示
した課題

〇 目的に応じて，文章と図表とを結び付けて
必要な情報を見付けて読むことについて，引
き続き課題がある。

③ 中央教育審議会答申３）が示した課題
○ 判断の根拠や理由を明確に示しながら自分
の考えを述べたり，結果を分析して解釈・考
察し説明したりすることに課題がある。

○ 視覚的な情報と言葉との結びつきが希薄に
なり，知覚した情報の意味を吟味したり，文
章の構造や内容を的確に捉えたりしながら読
み解くことが少なくなっている。

○ 読書活動についても，受け身の読書体験に
とどまっており，著者の考えや情報を読み解
きながら自分の考えを形成していくという能
動的な読書になっていない。教科書の文章を
読み解けていないとの調査結果もある。

④ 第６５回学校読書調査４）が示した課題
〇 ２０１９年５月１ヶ月の平均読書冊数は，小学
生が１１．３冊であり，十分とは言えない。

〇 ５月１ヶ月間に読んだ本が０冊である「不
読者」の割合は，小学生が８．８％であり，依
然として高い。
これらを整理すると次のようになる。

【① 読解力の課題】 文章様式の特徴，文章
の目的，筆者の意図などを推論してまとめるこ
とが十分ではない。また，文章の構造や一文の
意味把握が難しいなどの課題がある。
【② 記述力の課題】 文章の内容・情報を根
拠に，文章と関連する内容を統合することに課
題がある。
【③ 読書力の課題】 読書量が毎年少なく
なっており，不読者数も増加している。受け身
の読書体験にとどまっている。情報を主体的に
読み解き，考えの形成に生かす経験が必要であ
る。

⑵ 読解力・記述力の課題と国語科「読むこと」
の物語の授業における感想文

このような課題を生み出す要因の一つになっ
ているのが，国語科の授業である。国語科の
「読むこと」の物語の授業においては，言語活
動が位置付けられている。その言語活動の一つ
に感想文がある。学習指導要領５）を見ると「感
想などを伝え合う」「考えたことを伝え合う」
などの言語活動が示されているにもかかわら
ず，次のような調査結果がある。
〇 オンライン書店「楽天ブックス」の２０１８年
７月に全国の小学生の子どもをもつ保護者
１０００名に「小学生の夏休みの読書感想文に関
する調査」６）を実施した結果，夏休みの宿題
として読書感想文が課される割合は学年が上
がるごとに増加し，小１では４１．１％なのが，
小６では７３．４％である。母親が子どもの読書
感想文で手伝うことは，「本選び」（４７．２％），
「書き方指導」（４０．９％），「添削」（３３．８％）
である。

〇 ベネッセコーポレーションの通信教育講座
「進研ゼミ小学講座」が，小学３～６年生の
会員を対象に実施した「夏休みに関する小学
生の意識調査」７）の結果，夏休みの宿題で一番
大変だと思うのは「読書感想文」２７％である。
このように授業において，児童は感想文を書

くことを学んでいるにもかかわらず，感想文を
書くということが苦手である児童が多いことが
うかがえる。「書くこと」においての読書感想
文を書くということについては，様々な提案が
されている。名塚８）は，低学年の実践として，
「しつもんシート」を用いて本に関する質問を
しながら読書感想文を書いていく実践を，中学
年では「付箋」と「フィッシュボンチャート」
を活用した読書感想文の実践を提案している。
また，高島９）は，児童と対話しながら読書感想
文を書くという方法を編み出している。しか
し，それらは，「書くこと」での読書感想文の
指導方法である。フィンランド国語教科書１０）を
見ると，「本を読む時には」で２０の要素が示さ
れている。「物語の主人公，場所，時間に注目
しよう」「あらすじを自分のことばでまとめよ
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う」など読解に関する要素と「登場人物と同じ
ような経験をしたことがあるかな」「本の内容
をもとにして質問を考えよう」など，感想と繋
がるような要素である。井上１１）は，「読むこと」
において，二次の教材文の読解部分で，「あな
たなら，どんな言葉をかけますか。」「１の場面
と４の場面の主人公の気持ちを比べましょう。」
などという感想に繋がるような発問を位置付け
ている。
そこで，小学生における物語教材を用いた国

語科の授業において，感想文を書くという授業
を実施し，調査することにした。調査において
は，一次においての初発の感想（物語を読んで
初めて書いた感想文）と二次において，読解し
ながら感想をメモした後に書いた第２回目の感
想を分析する。また，短期大学生にも同じ教材
文を用いて，初発の感想を書いてもらい，分析
をする。さらに，調査の成果と課題を踏まえ
て，授業のアイデアにも言及する。

２ 調査の目的

次のようなことを目的として調査を行った。
⑴ 児童期の「読むこと」の物語の授業におけ
る感想文の傾向を探る。

① 初発の感想文の傾向。
② 二次においての第２回目の感想文の傾向。
③ アンケートの分析。
⑵ 短期大学生を対象として同一教材を用いて
書いた感想文の傾向を探る。

① 初発の感想の傾向。
② アンケートの分析。
⑶ 調査結果を踏まえて，物語の授業における
感想文を書くための今後の展望を構想する。

３ 調査の方法

⑴ 調査対象
熊本県，福岡県の第３学年の児童５８名，短期

大学生４１名 合計９９名
⑵ 調査時期
令和３年６～７月実施

⑶ 使用した教材
光村図書３年「まいごのかぎ」

⑷ 第３学年の児童に対する授業の実施
図１のような学習指導案を基にして，学級担

任に依頼し，授業を実施してもらった。授業で
使用した主なワークシートは，図２のとおりで
ある。「ワークシート２」は，二次で読解時に
使用するワークシートである。読解したことや
感想を自分でまとめる働きをする。感想文のモ
デルとして３種類を提示したが，その一つが図
３「感想文のモデル ア」である。また，図４
「感想文のモデル アの構成モデル及び構成」
は，「感想文のモデル ア」を書くための構成
のモデルとそれを参考にしながら書く構成の
ワークである。感想文と同様に３つの構成のモ
デルを示した。さらに，「感想語彙」について
も配布し，感想を書く際に活用させた。
授業実施後，「初発の感想文」と「第２回目

の感想文」「授業後のアンケート」（図５）は，
郵送してもらった。
⑸ 短期大学生による「まいごのかぎ」の初発

の感想文及びアンケートの実施
短期大学生には，「まいごのかぎ」を読んだ

直後，初発の感想文を書いてもらった。そし
て，アンケート（図６）に回答してもらった。
なお，調査の趣旨を説明し，協力できる短期

大学生のみ回答してもらった。

４ 小学３学年の「まいごのかぎ」の感想文と
アンケートの結果及び考察

４．１ 初発の感想文の結果と考察
⑴ 初発の感想文の趣旨
図１の学習指導案のとおり，一次において，

児童に教材文を読んでもらい，「初発の感想文」
を書いてもらった。字数の制限も与えなかっ
た。字数や感想の要素などを調査するためであ
る。
⑵ 初発の感想文の結果と考察
① 初発の感想文の字数
初発の感想の字数を調べた。結果は，次の表

１のとおりである。
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図１ 国語科学習指導案
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初発の感想文の字数は，３０１字～４００字までが
一番多く，２９人で半数を占めた。一番少なく
て，１３４字，一番多くて８５２字であった。
② 初発の感想文の要素
初発の感想には，どのようなことを書いてい

るのかは，表２のとおりである。

一番多いのは，粗筋である。次は，「主人公
の最初と最後の変化」「これからやってみたい
こと」である。感想文の要素の数が少なく，全
く触れられていない要素が多いことが分かる。
これは，初発の感想であるためと考えられる

字数 人数 割合（％）
０～１００ ０ ０
１０１～２００ ５ ９
２０１～３００ ７ １３
３０１～４００ ２９ ５０
４０１～５００ １０ １７
５０１～６００ ５ ９
６０１～７００ ０ ０
７０１～８００ １ １
８０１～９００ １ １
９０１～１０００ ０ ０
１００１～１１００ ０ ０
１１０１～１２００ ０ ０

感想の要素 人数 割合（％）
１ 粗筋 ５８ １００
２ 題名の感想 １ １
３ 本との出会い １ １
４ 今まで読んだ本との比較 １ １
５ 主人公の性格 ０ ０
６ 主人公の成長 ０ ０
７ 主人公の最初と最後の変化 ９ １６
８ 自分の経験 ２ ３
９ 自分が主人公だったら ０ ０
１０ これから活かしていきたいこと ４ ７
１１ 今までになかった考え １ １
１２ これからやってみたいこと ７ １２
１３ その他 ３５ ６０

表２ 初発の感想文の要素
表１ 初発の感想の字数

図２ 読解したことや感想のメモ〔ワークシート２〕
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図３ 感想文のモデル ア
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図４ 感想文のモデル アの構成モデル及び構成〔ワークシート３〕

図５ 小学生へのアンケート 図６ 短期大学生へのアンケート
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個数 人数 割合（％）
０ ５ ９
１ １２ ２０
２ １０ １７
３ ９ １６
４ ６ １０
５ ４ ７
６ ４ ７
７ ２ ３
８ １ ２
９ ３ ５
１０ １ ２
１８ １ ２

表３ 初発の感想の感想語彙数

人数 割合（％）
ア とても簡単だった ４ ７
イ 簡単だった ４ ７
ウ 難しかった ４２ ７２
エ とても難しかった ８ １４

表４ 初発の感想文の感想

理由 人数
思ったことを書いたから ２
場面の順番に書いたから １
読んで分かりやすかったから １

理由 人数
思ったことを書いたから １
すぐ思いついたから １
主人公の気持ちが分かったから １
主人公の気持ちの変化が分からなかったから １

表５ 「ア とても簡単だった」の理由

表６ 「イ 簡単だった」の理由

理由 人数
何を書いたらいいのか分からなかったから １７
書き方が分からなかったから ８
どんな話か分からなかったから ６
勉強をしていないから ５
主人公の気持ちの変化が分からなかったから ４
その他 ４

理由 人数
何を書いたらいいのか分からなかったから ３
書き方が分からなかったから ２
主人公の気持ちの変化が分からなかったから １
その他 ２

表７ 「ウ 難しかった」の理由

表８ 「エ とても難しかった」の理由

が，感想文の要素が児童に定着をしていないこ
とがうかがえる。
③ 感想語彙の数
感想文を書く時には，適切でかつ豊かな感想

語彙を使っているほど，感想文の表現が広が
る。そこで，感想語彙数を調べたら，次の表３
のとおりである。

感想語彙数は，４個以下で全体の７２％を占め
る。特に，多かったのが，「ふしぎ」と「すご
い」という感想語彙である。その言葉を繰り返
し使い，１場面の粗筋＋「ふしぎだなあ」，２
場面の粗筋＋「ふしぎだなあ」，３場面の粗筋＋
「ふしぎだなあ」という感想文がとても多かっ
た。これは，初発の感想文に見られる書き方の
傾向の一つである。

４．２ 初発の感想文を書いた後のアンケート
の結果と考察

初発の感想文を書いた感想と理由についてア
ンケートを取った。結果は，次の表４である。

やはり，「エ とても難しかった」「ウ 難し
かった」と答えた児童が，全体の８６％にも上っ

た。ア～エまでの理由としては，次の表のとお
りである。

「ア とても簡単だった」「イ 簡単だった」
と回答した児童は，理由を見ると感想文を書く
ことにあまり抵抗感がない児童である。また，
「場面の順番に書いたから」の「場面の順番ど
おり」の感想文の書き方は，ほとんどの児童に
当てはまった。これは，感想文を書く時に，構
成をせずに書いたと考えられる。

「ウ 難しかった」「エ とても難しかった」
と回答した児童は，「何を書いていいのか分か
らなかったから」「書き方が分からなかったか
ら」という理由が多かった。また，学習してい
ないので，主人公の気持ちの変化が分からな
かったという理由もあった。
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では，実際に児童がどのような感想文を書い
たのか見てみよう。前述のとおり，ほとんどの
児童が次の【初発の感想文A】のように，「す
ごい」，または，「ふしぎ」という感想語彙を繰
り返し，物語の最初の場面から感想を述べてい
る。これは，感想文を書く時に，構成を行って
いないことや豊かな感想語彙に触れることが少
なかったからだと考えられる。（ や色付き
部は考察に関係のある箇所）

【初発の感想文A】
ぼくは，「まいごのかぎ」を読んで，さくら

の木からどんぐりがおちてきて，ふつうは，そ
うならないからすごいなあと思いました。ベン
チが歩いたからカギをさして，やわらかくなっ
て歩いていたのかなと思いました。あじの開き
にカギあながあったのもすごいけど，カギをさ
してとんだのもすごいなと思いました。バスて
いのとうちゃく時間の数字が，ありみたいにあ
るきだしてうんてんしがいるのに，バスががっ
そうしはじめてすごいなと思いました。

次の【初発の感想文B】は，「なぜ」や「知
りたい」という言葉を繰り返し使い，これから
学びたいことを書いている。これは，「感想文」
という様式を理解しないことが原因ではないか
と考えられる。

【初発の感想文B】
ぼくは，なぜ物や死んでいる生きものにかぎ

あながあるのかふしぎに思いました。それと，
なぜ，死んだ生きものにたましいがやどるのか
がとてもふしぎでした。
でも，これがファンタジーという本がこんな

なのかと思ったけれど，とても「まいごのかぎ」
という本は，ファンタジーの絵本になっている
と思いました。もうちょっと，ファンタジーと
いう意味を知りたいです。
かぎあなは，なぜ分かりにくいところにある

のか知りたいです。バスがもとの路線に戻った
時，小学生のりい子は，くすくすわらわれて消
したうさぎがバスにのっていたのか，それをど

のしりたいよりもさいしょにしりたいです。

��� ���なぜ，いすは，公園にねころんだのか，なぜ，
魚はそらにとびたかったのか知りたいです。

次の【初発の感想文C】は，感想文で何を一
番伝えたいのか不明である。また，自分が主人
公ならどんなことをするのかということを中心
に書いている。これも，「感想文」の様式を理
解しておらず，構成をせず，感想文を書いたか
らであると考えられる。

【初発の感想文C】
ぼくは，かぎを見つけたら，かぎあなをさが

します。そして，かぎあなをさくらの木にさし
こみます。そして，うんがよくどんぐりがふっ
れば，これをためておきます。そして，どんぐ
りがじゅうぶんあつまったところで，どんぐり
がどれくらいとれたのかきょうそうをします。
であわないなら，また，かぎあなをさがしま
す。そして，べんちにかぎあながあったら，さ
しこみます。そして，べんちがうごくならばめ
いれいして，いえまでもどって，ペットとして
かいたいです。でも，りいこちゃんがかわな
かったべんちはおかあさんにおこられるし，ま
ちのものだからです。そして，あわなかったか
らまたさがします。そして，また，みつけた
ら，さしこみます。そして，それがあじのひら
きだったら，ぜったいにさしこみます。だっ
て，いままでぜんぶたのしいから。そして，あ
じがとんだら，あじにつかまってうみにいきま
す。そして，しんかいにいきます。

【初発の感想文D】は，半分以上が，粗筋で
ある。

【初発の感想文D】
ぼくは，りいこちゃんとにていて，一人でか

えっていました。三時間目の時間にりいこちゃ
んは，みんなで学校のまわりの絵をかきまし
た。りいこちゃんは，こうしゃが，なんだかさ
びしかったので，その手前にかわいいうさぎを
つけ足しました。ぼくもりいこちゃんににてい
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字数 人数 割合（％）
０～１００ ０ ０
１０１～２００ １ ２
２０１～３００ ９ １５
３０１～４００ ５ ９
４０１～５００ １１ １９
５０１～６００ ８ １４
６０１～７００ ８ １４
７０１～８００ １０ １７
８０１～９００ １ ２
９０１～１０００ ２ ３
１００１～１１００ ２ ３
１１０１～１２００ ０ ０
１２０１～ １ ２

表９ 第２回目の読書感想文の字数

感想の要素 人数 割合（％）
１ 粗筋 ５７ １００
２ 題名の感想 １１ １９
３ 本との出会い １２ ２１
４ 今まで読んだ本との比較 ９ １５
５ 主人公の性格 ３ ５
６ 主人公の成長 ０ ０
７ 主人公の最初と最後の変化 ２０ ３５
８ 自分の経験 ７ １２
９ 自分が主人公だったら ３ ５
１０ これから活かしていきたいこと ２８ ４９
１１ 今までになかった考え １４ ２５
１２ これからやってみたいこと １４ ２５
１３ その他 １２ ２１

表１０ 第２回目の感想文の要素

個数 人数 割合（％）
０ ０ ０
１ １８ ３１
２ ２０ ３５
３ １０ １７
４ ５ ９
５ １ ２
６ １ ２
７ ２ ４

表１１ 第２回目の感想文の感想語彙数

て，家で絵をかいていたら，兄ちゃんにわらわ
れてはずかしくなりました。
りいこちゃんがかえっているとちゅうに木を

見つけました。木を見たら，かぎあながあっ
て，りいこちゃんがもっていたかぎとそっくり
でした。りいこちゃんはそのかぎをさしてしま
いました。そのしゅんかん「あっ」思わずさけ
びました。木がぶるっとふるえたのです。そう
して，えだの先にみるみるたくさんのつぼみが
ふくらんでいったかと思うと，ばらばら何かが
ふってきました。「どんぐりだ。」りいこはひめ
いをあげます。さくらの木のどんぐりの実がつ
くなんて。ぼくもかえっているときに，どんぐ
りがあたまに十こおちてきました。

４．３ 第２回目の感想文の結果と考察
⑴ 第２回目の感想文の趣旨
第２回目は，図１の学習指導案のように，二

次において，ワークシート２で読解のまとめと
感想を書いた。そして，３種類の感想文や構成
のモデルを参考にして，構成を考え，感想文を
仕上げた。感想語彙も参考にさせた。
⑵ 第２回目の感想文の結果と考察
① 第２回目の感想文の字数
第２回目の感想文の字数を調べた。第２回目

の感想文を書いた児童は５７人であった。結果
は，次の表９のとおりである。

第２回目に書いた読書感想文の字数は，３００
字以上が８３％である。一番短い字数は，１６９字
で一番長かったのは，１２０２字であった。表１と
比べると長く書けるようになっている。

第２回目の感想文の要素を見ると，表１０のよ
うに，粗筋が１００％は初発の感想文と変わらな
いが，「主人公の成長」以外の要素を含めて書
いている。特に，「主人公の最初と最後の変化」
については，授業で扱っており，書きやすかっ
たと考えられる。また，「これから活かしたい
こと」も約半数の児童が書いており，この項目
も授業で扱ったためと考えられる。第１回目に
は，ほとんど見られなかった「本との出会い」
「今まで読んだ本との比較」など，本を対象と
した感想を書く児童がいたことは，感想文の構
成のモデルに感想文の要素を示したからであ
る。
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人数 割合（％）
ア とても簡単だった １２ ２１
イ 簡単だった ３６ ６３
ウ 難しかった ６ １１
エ とても難しかった ３ ５

表１２ 第２回目の感想文の感想

理由 人数
組み立ての例があったから ３
ファンタジーが分かったから ２
下書きがあったから ２
物語がよく分かったから １
感想文のモデルがあったから １
付箋にメモをしたから １
主人公の気持ちの変化が分かったから １
その他 １

表１３ 「ア とても簡単だった」の理由

理由 人数
主人公の気持ちの変化が分かったから ５
組み立ての例があったから ７
感想文のモデルがあったから ５
下書きがあったから ３
構成メモがあったから ３
何を書けばいいのか分かったから ２
勉強したから ２
簡単だったから ２
１回目に書いていたから ２
その他 ３

表１４ 「イ 簡単だった」の理由

理由 人数
何を書けばいいのか分からなかったから １
書き方は分かったけど，自分で書くと難しいから １
付箋にあまり書けなかったから １
途中で分からなくなったから １
詳しく調べて詳しく書いたから １
メモを書いたので簡単だったから １

理由 人数
考えすぎたから １
１回目より２回目が難しかったから １
下書きが３枚だったのに清書は２枚になったから １

表１５ 「ウ 難しかった」の理由

表１６ 「エ とても難しかった」の理由

第２回目の感想語彙は，４個以下が全体の
９２％を占める。感想語彙表を配布したが，感想
語彙があまり広がらなかった。

４．４ 第２回目の感想文を書いた後のアン
ケートの結果と考察

第２回目の感想文を書いた感想と理由につい
てアンケートを取った。結果は，表１２のとおり
である。

「ア とても簡単だった」「イ 簡単だった」
と合わせると８４％であった。初発の感想文で
は，「エ とても難しかった」「ウ 難しかっ
た」と答えた児童が８６％であったため，逆転し
ている。
次に，その理由を見てみよう。

理由としては，「モデルが示されていたから」
「学習をして理解したから」が多かった。それ
以外には，何を書けばいいのかが明確化したこ
とが挙げられている。これらは，ワークシート
２で主人公の気持ちの変化などをまとめたり，
感想文や構成を３種類もモデルとして示したり
したことが功を奏したと考えられる。

理由を見ても，「初発の感想文」で多くの児
童が明記していた「何を書いていいのか分から
なかったから」「書き方が分からなかったから」
というのは見当たらなかった。
次に感想文を２回書いての感想を聞いた。結

果は次の表１７のとおりである。
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理由 人数
主人公の気持ちの変化を知っただけですらすら書けた １５
２回目の感想文が簡単で楽しかった １３
２回目がたくさん書けた １２
組み立ての例があったので書けた ９
組み立てが上手に書けた ４
他の本でも感想文を書いてみたい ４
他のファンタジーの本を読んでみたい ４
難しくてびっくりした ９
最初は「まいごのかぎ」を知らなかった １
その他 １０

表１７ 感想文を２回書いた後の感想
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「その他」には，「感想文をどう書けばいい
のか分かった」「ファンタジーの作品が好きに
なった」などを記述していた。
表１３，１４と同様に「学習を理解したこと」や

「モデルが示されたこと」を挙げている。「楽
しかった」「たくさん書けた」「他の本でも書い
てみたい」などの意欲面が挙がっていることは，
特記すべきことである。
では，実際に第２回目の感想文を見てみよ

う。初発の感想文と違って，言いたいことが明
確であり，自分の経験を巧みに挿入している。
（ や色付き部は考察に関係のある箇所）

【第２回目の感想文E】
「みんなも好きに走ってみたかったんだ

ね。」っていう言葉を聞いて，「たしかに。」と
思いました。なぜなら，わたしだっていつも同
じことをするのは，いやです。毎日，ちがうこ
とをすると，「楽しい。」って思います。それに，
ベンチとかバスいがいも好きなことしたいか
ら，かぎを人間にわたして，好きなことした
かったのかなあという気持ちとりいこに，「自
分がしたいことしていいんだよ。」っていう気
持ちでわたしたんじゃないかなあと思いまし
た。
私とりいことにているところは，まわりを気

にしちゃうところです。なぜかというと，まわ
りから見られたり，わらわれたりしたらはずか
しくてけしたり，そのつづきが書けなかったり
することは，私にもあります。りいことにてい

����������������������������るんじゃないかなあと思いました。たとえば，
私が発表するとき，わらわれたら自しんがなく
なってしまいます。りいこも白い校しゃに，か
わいいうさぎをつけ足したら，友だちにわらわ
れて，自しんをなくしちゃったんだと思いま
す。自しんをなくしちゃうところがにていると
思いました。
さいごの場面で，りいこが「自由にしてよ

かったんだ。」と気づいてくれてうれしかった
からさいごにうさぎがでてきたんだと思いま
す。だって，わたしもりいこが，自分に自しん
をもっていいことが，つたわったら，うれしい
です。うさぎがでてきて，大きく手をふったと
ころをりいこに気づいてほしいです。わたしが
りいこだったら，「よけいなことじゃなかった
んだ。」って思います。りいこは，よけいなこ
とじゃないって気付けて，うれしかったのかも
しれません。
私は，できるようになりたいと思ってくり返

しがんばったことがあります。それは，鉄ぼう
です。私は，さか上がりがいつでもできるよう
になりたくて，練習しています。たまにできる
けど，スムーズにはできなかったから，さか上
りができる友だちのことをいいなあと思ってい
ました。だから，まけないように毎日練習して
います。「りいこちゃんもがんばっていたから，
本気でがんばろう。」と思ってがんばってたら，
いつかさか上がりがぜったいできるので，これ
からは，りいこちゃんみたいにがんばろうと思
いました。

【第２回目の感想文 F】
自由に生きていいんだ。ものも生物もみんな

自由でいいんだ。くすくすわらわれたって，そ
んなのその人をむしして，その人からさってい
けばいいんだ。
りいこがかいたうさぎがなんででてきたかと

いうと，それはりいこのきもちがもどってきた
からです。「これ，ぜんぶよけいなことじゃな
かったんだ。ぎゃくにいいことだったのか。な
あんだ。」と思えたから，このお話のさいごに，
また，うさぎがでてきたのだと思います。
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りいこのようにくりかえしがんばってできる

����������������������������ようになりたいと思っていることがあります。
それは，バレーボールです。どうしてかという
と，アタックとトスがぜんぜんだからです。ま
ず，アタックはせがひくくてはいらないし，ト
スは指の先でやってしまうので，できません。
だから，いえでれんしゅうをしています。いつ
かレギュラーになってしあいにでられるように
なりたいです。
このファンタジーを読んで，りいこからわら

われてもそのままでいいということとだめなこ
ともぎゃくにいいときもありました。ぼくも，
りいこみたいにすごしたいです。

では，同じ児童がどのように変容したのかを
見てみよう。初発の感想文では「おもしろい」
が中心になっているが，第２回目の感想文で
は，読解が深くなり，感想も自分との比較や経
験を入れている。

【Gの児童の初発の感想文】
わたしは，「まいごのかぎ」を読んで，おも

しろいと思いました。理由は，公園のベンチの
かぎあなにかぎをさしこむととつぜんベンチが
歩き出し，ひだまりにねそべったからです。わ
たしもベンチが歩き出したところを見てみたい
です。
わたしは，りいこちゃんをみてかわいそうと

思いました。理由は，学校の帰り道をしょんぼ
りと悲しそうに帰っていたからです。わたしも
いけないことをしてしまったら，悲しいからり
いこちゃんもかわいそうと思いました。
わたしは，「まいごのかぎ」をもっとくわし

くしりたいです。わたしもりいこちゃんがたい
けんしたことをたいけんしたいと思いました。

【Gの児童の第２回目の感想文】
わたしは，「まいごのかぎ」を読んで，あん

なに自分をせめていたりいこが，自分がだめな
ことをしていないと気づいて，明るい気持ちに

����������������������������なったりいこの行動が心にのこりました。だっ

����������������������������て，わたしは，じぶんから気づけないかもしれ
ないからです。
わたしは，この物語を読んで，読んだ人に一

����������������������������番伝えたかったことは，「たまには，よけいな
ことをしてもいいんだよ。」ということだと思
います。だから，わたしも，おちこまないで，
元気にいたいと思います。
わたしは，お母さんのお手伝いをした時，

しっぱいをしておこられる時があります。よけ
いなことをしたからかなあと思います。でも，
この物語を読んで，何回もチャレンジしようと
思いました。しっぱいしても続けることで上手
になったり，ほめてもらえたりすることがある
かもしれません。
わたしはできるようになりたいと思ってくり

返しがんばっていたことがあります。それは，
鉄ぼうの前回りです。練習している時には，か
なしい気持ちでした。なぜなら，早くできるよ
うになりたいのに，できなかったからです。で
も，練習してできた時は，うれしかったです。
だから，これからも，いろいろなことにチャレ
ンジしたいです。
うさぎは，「ぼくをつけ足したことは悪いこ

とじゃないんだよ。」と言いたかったから，う
さぎがでてきたいと思います。りいこは，自分
が悪いことをしていると思い込んでいたけど，
さいごは，たまにはよけいなことをしてもいい
んだなと気持ちが変化したところが心に残りま
した。

５ 短期大学生による「まいごのかぎ」の初発
の感想文とアンケートの結果及び考察

５．１ 初発の感想文の結果と考察
⑴ 初発の感想文の趣旨
小学３年生と同じ教材文の初発の感想を書い

てもらい，比較をする。
⑵ 初発の感想文の結果と考察
① 初発の感想文の字数
字数制限無しで感想文を書いてもらった。感

想文を書いた学生の数は，４１名だった。字数に
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字数 人数 割合（％）
０～１００ １ ２
１０１～２００ ２ ５
２０１～３００ １１ ２７
３０１～４００ ８ ２０
４０１～５００ ７ １７
５０１～６００ ３ ８
６０１～７００ ４ １０
７０１～８００ ２ ５
８０１～９００ １ ２
９０１～１０００ ０ ０
１００１～１１００ １ ２
１１０１～１２００ １ ２

表１８ 短期大学生の初発の感想文の字数

個数 人数 割合（％）
０ ０ ０
１ ６ １５
２ １０ ２４
３ １１ ２８
４ ４ １１
５ １ ２
６ ５ １２
７ １ ２
８ ２ ４
１２ １ ２

表１９ 短期大学生の感想語彙数
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関しては，次の表１８のような結果である。

短期大学生は，２０１～３００字までが一番多く，
約１／４を占めた。一番少なくて９２字，一番多
くて１２００字である。小学生に比べるとばらつき
が大きい。
② 感想語彙数

感想語彙数は小学生とあまり変わらなかっ
た。
⑶ 実際に書いた短大生の「まいごのかぎ」の

感想文
次の感想文Hは，粗筋に終始している。

【短期大学生が書いた感想文H】
この本のあらすじとしては，主人公のりいこ

は図工の時間にみんなで学校の絵を書いていま
した。その時に校舎がさみしいと感じ，うさぎ

����������������������������の絵を付け足したことで，友達から馬鹿にされ
てしまいます。それが恥ずかしくて，白い絵の
具でうさぎの絵を消します。その時に頭の中に
いたうさぎがどこにもいなくなった気がしてう
さぎに悪いことをしたと感じていました。思い
出していくうちにどんどんうつむいていって元
気がなくなってしまいました。その時に，ヤブ
ガラシの中で何かが光りました。それはこがね
色のカギでした。それを手に取ったりいこは落
とし物だと思い，交番に届けに行くことにしま
した。交番に行く途中，大きな桜の木に鍵穴が
あるのを見つけました。鍵を差し込んでみると
木が震えて，どんぐりが落ちてきました。びっ
くりして急いで鍵を抜き，交番に向かいまし
た。次に公園を通り抜けようとすると，ベンチ
にも鍵穴が空いていました。鍵をさすと大きな
犬のように動き出しました。りいこはまたびっ
くりして鍵を抜きました。次は，魚の開きを～
中略～うれしくなって手を振り返しているうち
に持っていたはずの鍵はなくなっていました。
この本を通して，作者が伝えたいメッセージ

は自分のせいでひどいことをしてしまったと
思っていても実は相手はそんなことを思ってな
いよということなのではないかと思いました。
僕もよく「自分のせいで…」などネガティブな
言葉を口にしてしまうことがあるので，この本
を読んでみて，その心配をする必要はあまりな
いということに気付きました。さらに桜の木か
らどんぐりが落ちてきたように，常識にとらわ
れない柔軟な考えが必要だということに気付き
ました。

次の感想文 Iは，主人公の性格や感想を中心
に感想文にまとめている。

【短期大学生が書いた感想文 I】
「まいごのかぎ」を読んで，最初に感じたこ

とは，りいこが学校でおきた出来事を後悔し，
悔やんでいるところを読み，りいこはとても感
受性の豊かな優しい女の子だなと思いました。
うさぎのことも心配してあげているりいこのひ
たむきでまじめで優しい姿に，りいこのことが
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人数 割合（％）
ア 簡単だった ０ ０
イ まあまあ簡単だった ３ ７
ウ 少し難しかった ２２ ５４
エ 難しかった １６ ３９

表２０ 短期大学生の感想文後の感想

人数 割合（％）
ア 感想文に何を書けばいいのか

分からなかったから ２８ ６８

イ 書く分量が分からなかったか
ら １６ ３９

ウ 感想文を今まで書いたことが
ないから ９ ２２

表２１ 難しかった理由

������������好きになりました。
物語はそんなりいこがまいごのかぎを見つ

け，さまざまなものについているかぎあなにカ
ギをはめていき，まいごのかぎを鍵穴にはめて
あげるという物語です。りいこがかぎをはめて
いく途中で出会う様々なハプニングにりいこが
遭遇し解決していくということでりいこの考え
方が次第に変わっていき，だんだん成長してい
くように感じました。はじめは，心配になった
り，うらやましくなったり，悲しくなったり，
そんなことばかり考えていたりいこが，考え方
を少し変えると，物事がいっぺんして，楽観的
に，楽しく感じるようになります。それは，り
いこがあらゆる視点から物事の本質をつかむこ
とができるようになったということではないで
しょうか。りいこが出あってきたハプニングの
数々，そして，りいこがそのハプニングに対
し，対応していった考え方の変容は，りいこの
人生の中できらきらと輝き，これからの毎日を
より豊かにしていくものになっていくんだろう
なと考えました。

５．２ 初発の感想文を書いた後のアンケート
の結果と考察

⑴ 問題１
① 問題の趣旨
高等学校までには，必ずと言っていいほど，

物語の読書感想文を書いた経験はあるはずであ
る。今回の調査においては，小学校の教材文で
あること，教材文はファンタジーであること，
字数の制限はしなかったことについて，感想文
を書くことの難しさを問うた。
② 回答率及び考察

全体の９３％の学生が，小学３年生の教材でも
感想文を書くことが，難しかったと答えてい

る。
やはり，感想文を書くという行為は，ハード

ルが高いことだと分かる。それでは，どんなこ
とが難しいのか見てみたい。
⑵ 問題２
① 問題の趣旨
ここでは，左記の「ウ 少し難しかった」と

「エ 難しかった」と答えた人だけ，なぜ難し
かったのかを問うた。
② 回答率及び考察

短期大学生が，一番難しいと感じているの
は，感想文に何を書いていいのか分からないと
いうことで，６８％もいた。今まで感想文をあま
り書いたことがないと答えた短期大学生
は，２２％なので，８割弱は今まで書いた経験が
あるということである。しかし，感想文の要素
が把握できていないことに驚いた。さらに，本
教材の「まいごのかぎ」はファンタジーである
ため，感想文の要素を考えることがハードルが
高かったと考えられる。
「その他」では，ファンタジーすぎてよく分

からない，何を書いているのか分からなくなっ
た，誰の視点で書くのか分からなかった，どの
順番で書くのか迷ったなどがあった。やはり，
ファンタジーを読んで感想文を書くということ
の難しさや感想文の構成の曖昧さが原因として
挙げられていた。
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人数 割合（％）

は
じ
め

本との出会い ４ １０
初読の感想 １７ ４１
本文からの引用 １７ ４１
心に一番残った言葉 ８ ２０
一番伝えたいこと １１ ２７
主人公の最初と最後の変容 ２１ ５１
題名を読んでの感想 ５ １２

中

登場人物からの影響 １８ ４４
登場人物への提案 １ ２
事件からの影響 １５ ３７
主人公の性格や自分の性格と
の結び付け １６ ３９

自分の読書経験との関連（今
まで読んだ本との違いなど） ２ ５

現実世界との関連 ４ １０
作者との関連 ０ ０
自分の経験との比較 １０ ２４
自分の考えとの比較 ７ １７
自分が主人公だったらどうし
たのか ７ １７

今まで自分になかった考え １５ ３７
その他 ２ ５

終
わ
り

自分が成長したこと ８ ２０
これからの生活に活かしたい
こと １９ ４６

やってみたくなったこと ３ ７
自分が本を読んで考え方や生
き方が変わったこと １７ ４１

その他 ４ １０

表２２ 感想文の要素

⑶ 問題３
① 問題の趣旨
感想文にはどのような内容を書いたのかを問

うた。
② 回答率及び考察

感想文の「はじめ」には，主人公の最初と最
後の変容，初読の感想，本文からの引用を書い
た学生が多かった。その他では，「あらすじ」
「本の紹介」「挿絵の感想」が挙がった。「中」
の「その他」では，「主人公の気持ちの変化」
「主人公が不思議な体験をした理由」が挙がっ
た。「終わり」の「その他」では，「この物語の
おもしろさ」「注目して読みたいところ」「題名

の意味」「疑問に思ったこと」が挙がった。

６ 物語の授業における感想文を書くための今
後の展望

学習指導要領においては，感想文を書くこと
は，「読むこと」の言語活動に位置付けられて
いる。小学生も短期大学生も，「読むこと」に
おいて，物語を読んで感想文を書くということ
に苦手意識が高かった，原因としては，両者と
も感想文の要素が分からない，主人公の気持ち
の把握や気持ちの変化が分からないなどが挙
がった。これは，読解している時と感想文を書
く時に隔たりがあり，それを繋ぐことが必要で
あることと感想文の要素を明確に示すことが必
要であった。
そこで，今回は，小学生に対しては，第２回

目の感想文を書く際の方策として，「読解をま
とめるとともに感想を書くワークシート」を活
用した。そのことで，二次の読解を確認し，振
り返ることができ，それが感想に繋がり，感想
文を書く時の橋渡しの役割を果たした。また，
感想文や構成のモデルを３種類用意すること
で，感想文や構成の書き方の幅が広がった。
「読解をまとめるとともに感想を書くワーク

シート」の内容については，フィンランド国語
の教科書を参考にして，２３の感想の要素を作成
した。今後は，説明文を読んでの感想文につい
ても探っていきたい。
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